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影山明美*・横浜康継* チョウチンミドロにおける Siphoneinの機能

深所性の緑~去に含まれる Siphonaxanthin が深所に俊占する緑色光を Jílì促する光合成色素とみな し う る ことは

すでに報告 したが， この 色素の エステノレでクダモの多く に含まれる Siphonein については，従来入手できた

Siphonein含有艇がすべて Siphonaxanthinをも含んでいたため，その機能を明らかにできなかったs 本研究に

おいては，例外的に Siphonaxan th i nを含有せずに Siphoneinを含有するチョウチンミド ロを採集し得たため，

これを用いて，生体吸収スベクトノレおよび生体ク ロd フィノレ G 鐙光に対する励起スベクトノレを調べたと ころ，

Siphonaxanthin含イヨ径にみられたと同係な 540nm (緑色l，fl¥) 附近のピークが明らかにみられた。 このため，

Siphon巴In も緑色光を特異的に吸収して， その励起エネノレギーを効率よくクロロフィノレ Gに伝達する光合成色素

とみなすこ とができる。 (*415静岡県 FI口市 5-10-1，筑波大学 FEEI臨海実験センタ ー)

吉田忠生 Jean FELDMANN先生をしのぶ

Tadao YOSI-IIDA: Professor FELDMANN (1905-198)， in memoriam 

Franceの JeanFELD:¥IA:":"先生が1978壬1'.9月18日

亡くなられた。 1905'1三生れでごみ年73才あった。 France

のみならず，世界の藻学界にとってもxきな損失で、あ
る。

先生は Paris でl均等教育を受けられ3 その頃から

生物学の各方而に関心を持たれて， 種子他物 ・菌類を

広く勉強された。 1925年 Bretagne地方の Rosco仔

における海言葉学|臨海実宵を通じて学問的興味の中心を

海誌に向けられることになったという。その当時

Franceでは BOR¥lET，TIIGRETの亡きあと，SAU-

VAGIにAUが Bordeauxにおいて活溌な研究を進めて

いた他には CIIDll:"，H:¥，'IIミL，OLLIVIER等がし、たけ
れども，Parisで勉強を進めておられた先生にとって

特に師と呼べる人はいなかったようである。 S:¥LJVA-

GEALJの助言によって開始された地中海沿岸 Banyuls

地方の海藻の研究は3 先生のその後の幅広い研究活動

の1占礎になったものである。それまであまり手のつけ

られていなかった海藻の生態学の分野に進むことを目

指しながら，そのために必要不可欠な分類学的 ・分布

的な知見の不足を 自らの手で満たすために 3 同時に

Franceでは最も知られていなかったその地方の海藻

1'/1を明らかにすることにも努力された。その結来とし

て “Lesalgues marines de la cote des Alberes 

[-IV" (1937， 1942) が発表された。この大著の示唆

に25む記述にはその後の研究の萌芽が多く含まれてお

り，後年の成果と考え合わせて観祭の鋭さにただ感心

させられるのみである。生態学的な面をまとめた “Re-

cherches sur la vegetation marin巴 dela i¥t[edi-

terranee. La cote des Alberes" (1937)はこの分
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野の古典というべきものである.

1933年に Alger大学理学部の助手となられ，講師

をへて1948年に教授になられた。この期間に研究の範

囲を Africa北岸のみならず，地中海西部の各地から

AntiIIes 諸島にまで拡げて，種々な分野にわたる多

数の論文を発表された。先生の研究態度は一貫して海

藻を生きた状態で観察することを基調としておられ，

そのことから細胞内容物についての詳細な知見と，そ

れを分類体系の基準として用いる方向が生れ，その例

は Laurenciaの‘corpsen cerise'や Acror.hae-

tialesの仕事などいくつも挙げることができる、生活

史に関しても Bonnemaisoniaceesに関するものを特

筆すべきであろう。真正紅藻類において異形世代交代

を最初に明らかにしたこの仕事は，先生の最初の学生

であり，奏であり，協力者でもある Genevieve夫人

との協同研究である。

形態学の面では直接表立った仕事は少ないけれども，

CHADEFAUD がユユークな考えを提出したのも，先

生の支持・助言があったからだと言える。この説を講

議を通じて普及させた先生の功績も見逃せない。

1950年に Parisに戻られて海洋植物学研究室Labo・

ratoire de Biologie V egetale Marineを開設され，

大学院教育に当られることになった。以後は後進の指

導に特に努力を傾けられ，研究室の後継者となった

MAGNEをはじめとして多数の学生がこの研究室で学

び，現在では各方面にわたって活躍している。また圏

外からの学生も多数受入れて，研究室は常に国際的な

雰囲気があったようである。この聞にも VietNam・

日本等各地の海藻を実地に観察して，地中海・大西洋

だけでなく，太平洋のものまで更に知識を拡げること

に勉められている。

一方学会活動の面でも精力的で， 1954年のCongres

International de Botanique (Paris)ではじめて藻

類部門を独立して設けられ，1661年にはInternational

Seaweed Symposiumの組織委員の l員として

Biarritzでの第5回会議を主催された。 1955年には

BOURRELLY， CHADEFAUD， DAVY DE VIRVILLE， 

DEFLANDRE と共に Soci品te Phycologique de 

Franceを組織され， また1961年に International

Phycological Societyの設立に尽力されて初代会長

を勤められるなと.極めて多方面にわたっている。

欧州を旅行した日本の研究者は殆んどすべて先生の

研究室を訪ねている。 また1966年東京で開催された

Pacific Science Congressの際，夫人と共に来られ，

その後は1971年に札幌で行なわれた 7thInternation-

al Seaweed Symposiumに出席されたので，先生の

人となりを知る方々は日本にも数多い。私事にわたっ

て恐縮であるが，私は1972年から1973年にかけて10カ

月間先生の研究室で過す機会を得た。御多忙な先生に

接する機会は必ずしも多かったとは言えないが， Ros・

coff， ViIIefranche-sur-Mer， Banyuls-sur-Merの

各実験所では野外でも指導をいただいた。当時はすで

に70才に近い年令にもかかわらず，元気に海岸に出て

学生の指導をしておられた。その広い学識は多方面に

わたる指導・助言として今も記憶に新しい。その温厚

な人絡と共に多くの人を惹きつけずにはおかない。

Franceの大学者がそうであるように，先生は文章家

としても優れておられることは，その論文や著書から

も覗われる。

1975年パリ VI大学 UniversitePierre et Marie 

Curie (Paris VI)の教授職から引退されるに当って

Societe Phycologique de Franceが中心となって

記念事業が企画され， Bulletin de la Societ品Phy-

cologique de France 22号が記念号として出版され

た他，記念メダルが作られた。 InternationalPhyco-

logical Societyでも Phycologia15巻 3，4号を記

念号とし，藻類研究の国際協力を拡大するために基金

が集められて FELDMANNFundと名付けられている。

引退後も引き続いて研究室にあって， HAMELの手で

はじまり，途中から協力された Florid白sde France 

の続編を執筆しておられるということであった。

先生のように広い視野と学識をもった学者を失った

ことは誠に残念であるが，今はただ先生の御冥福を祈

るのみである.
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